



















(人生空疎),第 2因子 (自己卑下)に 2分された.女性の
第 3因子は人生の充実感を問う 6項目が高い因子負荷量
を示したが, 男性ではこれらの項目が第 3因子 (生活充































行った.【結 果】 原発巣は全例で FDGが高集積を
示し, SUVmaxの平均値は 10.4であった.免疫組織染色
において, Ki-67, TopoⅡα, p53および p63の陽性率は,
全体の平均が 68.9％, 58.9％, 72.0％, 65.2％となった.
FDGの集積と免疫組織染色の陽性率とを比較した結果,
SUVmaxとKi-67 (r＝0.616, p＝0.01), Topo Ⅱα (r＝
0.677,p＝0.004),p53 (r＝0.613,p＝0.01),p63 (r＝0.710,
p＝0.002)の発現率との間に有意な相関を認めた.【結
語】 対象とした 16例において,原発腫瘍の FDG集積
は免疫組織染色で評価したKi-67,TopoⅡα,p53および
p63の発現と有意に相関し, FDG-PETは腫瘍の増殖能
を反映し予後評価に有用であることが示唆された.
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